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＜連絡事項＞

· 6/19(火)・20(水)、職員旅行(１班)の為、中居JGM、木村、月舘、小笠原が不在。　　　　　　　　　　　　　

· 6/25(月)・26(火)、院内研修予定。各自、出欠を記入すること。
· 7/16～8/15までの有休希望日を本日中に中居JGMへ報告すること。（勤務表作成の為）

· プログラムの基準・手順書を、6/21(水)までに提出すること。

表紙は「○○基準手順書」と明記（←各プログラム名）

1 表紙→②意義→③目的→④手順→⑤業務フロー（フロー表記可能なプログラムのみ）

· 6/20（水）13:30より青風荘にてGH入居予定者（番沢 政勝様、大久保 康弘様、関 秀治様）に関して、ケア会議実施予定（川井が出席）

· 6/20(水) 袴田 淑子様が青風荘入所予定。次回外来時に主治医意見書作成予定となっており、出来上がり次第、食事箋作成することとなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜外来情報＞

· 我満奈津紀様～気分の落ち込みないとのこと。21時には就床しているが、朝がすごく眠いと話す。

· 晴山美智子様～「2kg減量した」「仕事していたほうが良かったかな。デイケアも疲れる。」と話す。

現在、目標体重は90kgとしているが、本人は「20kgくらい痩せたい」と希望している。夜食は食べていないとのこと。

＜利用者様情報＞

· 繁名　和恵様～来所後すぐに「頭が重くて、ふわっとする」との訴えあり。その際、週末の外出時　　　　

に「トイレで卵のようなものが出た。」との話がある。午前のプログラム途中、トイレへ行った際に少量の嘔吐があったとのことで、その後咽頭痛の訴えや、「熱があるような気がする」と話す。検温し、体温35.3℃。表情の冴えなさはみられるが、昼食は全量摂取。会話中、スタッフが冗談に笑顔もあり。13時過ぎ、本人希望あり、頓服のリスパダール服用している。

· 鈴木恵美子様～「ズックを替えたら履きづらい。」との理由で、12：25頃ﾚｽﾄﾗﾝへ移動している。

また、本日来所時に「土曜日に7000円入った財布と印鑑を落とした」と話される。母親へは「怒られるから。家に12,000円残っているから大丈夫。」とのことで、話していないとのこと。今後も他者との金銭トラブルに注意してみていく

· 秋山　和子様～15日(金)通所時にKT37℃の発熱あり、夕方、早めに帰宅し岸原病院受診し胃の

不快感と体温を間違えて36.8℃と伝えたとのこと。当院で13日の外来時にPL顆粒とガスターが処方されていたことを伝えず、岸原病院からもPL顆粒とガスターを処方され、岸原病院処方のPL顆粒は服用していないが、ガスターは当院処方分と岸原処方分を二重服薬していたように話す。服薬内容が曖昧な為、明日の利用時に岸原病院処方の薬を持参し、当院の処方薬のみ服用するよう伝えている。

· 柳町　信之様～同じアパートに住む森田清助様より、訪問看護へ情報提供あり。周辺住民より本人

様が夜中4時頃におきて掃除をしている。」「タバコを吸いながら、アパートの庭で飛び跳ねている」と話があったとのこと。本人様の利用時に、最近の睡眠状況について確認していく。

· 糖尿病患者様の定期血液検査について～今週、馬渡武光様・上岩英治様の検査予定。

＜外来業務改善＞

· 医療廃棄物の保管場所を処置室へ移動

· 注射液の保管場所を、診察室から薬局へ移動（劇薬あり）

· 感染症患者様への対応について、基準・手順書作成中

· 看護計画を導入予定のため、基準・手順書の作成を検討

→短時間での患者様の状態把握をどのように行うか、関係部署と検討していく

＜対応困難事例＞

鈴木　茂子様（50）　統合失調症　デイケア利用期間：1年4ヶ月

・欠席、早退理由で嘘をつくことが多く、月１～２回程度の利用が増えている。

～今後の対応～

· 普段は本人の話を否定せずに聞く。

· 何故、嘘をついてまで来たくないのか、検討していく。

· 生活保護の支給金の用途について、本人へ確認・説明していく。

· 神山 和典様より「(本人へ)一万円ほど貸している。」と話があった為、主治医へ情報提供する。










